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臓器 表面 が 袋 状 に 膨れ 上 が っ た 症状 。 トリ ー テ イ 
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(28 ペ ー ジ ) と 呼ば れる ギル ス が 作り 出す も の で 、 一 定 


時 間 で 破裂 し て 毒素 を ば ら ま く 。 毒 天 室 は 、 同色 の 血 
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清 を 投与 し て 非 活性 化 き せ た あと 、 切 り 抜い て 摘出 、 


ーー aii mE 


療 す る と いう 術 式 で 処置 する 。 
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清 の 効果 切れ と 摘出 失敗 が 評価 を 下げ る 対象 と な る 
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の で 注意 し て お こう 。 な お 、 致命 的 で は な い が 、 赦 


置 し て いる と 、 3 つ 目 の 毒 意 室 が 破 袋 し 


ーー = ニー デー テーー ーー ニーー ーー ーー ニー キー 


て し まう 可能 性 が ある 。 血清 投与 か ら 切開 まで を すべ 
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Er rm a ニー デー ニー デュ ーー 


て の 知 室 に 行なっ て か ら 摘 出 と いっ た 手順 を 取る ろう 。 
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ーー ュ ュ ーー a ーーー デ ーーー ニーーーーーーーー 


注射 器 ……… 同 色 の 血清 を 投与 


= ーー ニコ 


メス …………… 奏 類 室 の 周囲 を 切開 


ean Fi i ie ョ ーー 


ーーー ュー ニー ニー ニニ ーー ーーー デーーー ニ ーー ニー ニー 


ピン セッ ト …… 切 開 し た 奏 天 室 を 摘出 


で ーーー ニ ーー 一 一 ドー ヤー i Fm に コト ーー 


ン セ ッ ト …… 切 除 痕 に 人 工 膜 を 配置 
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ヒー ル ゼ リー 


= ms コーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー ーーーーーーーー ーー 
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堅 臓 を 移植 し 、 そこ か ら 伸 びている 血管 を 思 部 の 同 
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ーー キー ニー ーー ore ロー ニュ ーー ニー ーー ニー デー ニー ニー ュー mm ュー ニュー ニー ニー ーー 


色 の 血管 へ と つなぐ 臓器 移植 の 術 式 。 最初 の 腎臓 設 


ーーー トー デー 
ii = 


置 は 人 工 膜 設置 時 の 要領 で 処置 すれ ば 問題 な い 。 次 _ 
< 注射 器 で 血管 へ の 収縮 剤 の 投 
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ーー ェ ュー =m ニー デーーー-ーーーーー ーーー ーー デニ ーー 


し た 血管 は 時 間 経 過 と と も に 元 の サイ ズ へ と 戻っ て し ま 


ーーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー 


う 。 収縮 させ た ら 、 その 後 の 切開 、 ド レー 


ni nh 
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続け て 進め な いと や り 直 し に な っ て し まう の で 注意 し 


EE EET まにまに エト エコ ここ 


た い 。 最後 に つなげ た 血管 を 縫合 し て 完了 だ 。 この 手 


ニー ニー ュー デニ デュ ー ーー ュー キーーー ェ ーー・ー sr = ーーーー = ーー ニー 
i a = mmm ニー ERR re 


順 を 繰り 返し 、 動脈 、 静 脈 、 勝 腕 の 血管 を 喝 合 し よう 。 
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ピンセット …… 移 植 臓器 を 所 定 の 位置 に 設置 
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注射 器 ……… 皿 管 に 収縮 剤 を 投与 


キー ニー ーー ニー ニー ュー モー エー ニョ ーー ニー デー デー ュー も 


メス ーー 収縮 し た 血管 を 他 開 
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ピン セッ ト ーー か ーー Tr 
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針 と 糸 。……… 了 絢 合 し た 血管 を 縫合 
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同色 の 血清 を 毒 事 室 に 


与 す る と 切開 の ガイ ドラ イ 


ン が 表示 され る 。 効果 が 
切れ る まえ に 切り 取 ろ う 。 


ピン セッ ト 


dt 
トコ 人 


毒 矯 室 摘 出 後 の 傷痕 は 、 
腫瘍 摘出 の 術 式 と 同様 に 
人 工 膜 を 移植 し 、 ヒ ー ル ゼ 
リー を 塗布 し て ふさ ぐ 。 


会 同人 に 
投与 量 に 応じ て 血管 は 縮 
み 、 一 定量 で 最小 に な る 。 
最小 時 の み 切 開 の ガイ ド 
ライ ン が 表示 され る 。 
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切開 が 完了 する まえ に 、 
ガイ ドラ イン が 消え て し ま 
っ た 場合 は 、 収縮 剤 の 投 
与 か ら や り 直 し に な る 。 
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され な い の で 、 
で 縫合 し 続け よう 。 


モー ニーーーーーーー ニ ーー 


臓器 内 に 潜み 、 名 属 を 生み 出す ギル ス 。 エコ ー で 探 


・ーー ニ ーーーー ーー ーー ニー ー テ ーー テニ ーー ニーー テ ーー= 


知 し た あと 騰 器 表面 に 露出 させ 、 レー ザー 焼却 で 夷 減 
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し て いこ う 。 キリ アキ は 直線 移動 を 行なっ て いる の で 、 
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探知 後に 移動 する 直線 上 で 待ち 構え て 本 体 の 影 を 切 
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開 す れ ば 、 す ば や く 肛 パ 器 表面 に 出す こと が で きる 。 まず 


は この 手順 を 修得 し た い 。 その 後 レ ー ザ ー を 数 回 央 ) 照射 
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れ ば 焼却 完了 だ 。 な お 、 ひと まわ り 大 き な キ リア キマ 


ー は 、 エコ ー 探 知 と メス で の 露出 を 何 度 か 線 り 返し 、 
ー ザ ー 了 照射 を し 続け れ ば 倒す こと が で きる 。 
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メス キリ アキ 表面 の 患 』 
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ー ザ ー……… 切 り 出 し た キリ アキ を 焼却 
針 と 糸 ……… 出 血 線 の 縫合 
注射 器 ……… バ イタ ル の 回 1 
ヒー ル ゼ リー … 切 り 傷 の 治療 
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自身 の 遺伝 子 を 無限 に 複製 し 、 ギ ルス 性 睡 場 を 生み 


ei mr ne 
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続け る ギル ス 。 色 違 い の デ フ テ ラ は 、 接触 する と 互い を 


ECU RE 1 
" ー に と 5 に ロコ 


侵食 し よう と 試み る が 、 その 瞬間 が 処置 の チャ ンス 。 
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触 中 に 細胞 質 を 吸引 し 、 こ れ を 繰り 返し て 硬質 化 さ せれ 


ば 切除 が 可能 だ 。 な お 、 ガイ ドラ イン 表示 中 は バイ タル が 
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大 幅 に 減少 する 。 この と き に バイ タル が 低 す ぎる と 、 手術 
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失敗 も あり える 。 そう な ら な いた め に 最も 優 売 すべ き は 、 


“ フ テ ラ の 生み 出す ギル ス 人 性 腫瘍 を いち 早く レー ザー で 
却 し 、 バイ タル 低下 を 抑え て お く こ と で ある 。 
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@ デ フ テ ラ の 手順 


es s テー モー ニー ーーーーーーーーー ts a: mm 


ー ザ ー……… デ フ テ ラ が 生み 出す 腫瘍 を 焼却 
ドレ ー ン ……… 色 違い で 合体 時 に 体 組織 を 吸引 
ラ を 愚 部 か ら 切り 離す 


ーー モー モー モー ーー ュー ニー ニー テー 


ピン セッ ト …… 人 硬質 化し た デフ テラ を 摘出 


ピン セッ ト …… 切 開 痕 に 人 工 膜 を 設置 
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ヒー ル ゼリー … 設 置 し た 人 工 膜 を 定着 
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__ Chapter 02 Basic Technigue 


臓器 内 に 潜っ て いる キリ 
アキ を メス で 赴 出 させ た 
ら 、 レー ザー へ と 切り 替え 
て すぐ さま 照射 。 
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i 人 前 志向 吉 


キリ アキ が 作っ た 出血 線 
は 、 合間 を みて すばやく 縫 
合 す る こと 。 バイ タル の 低 
下 を 未然 に 防 ご う 。 


滅 さ せ た あ と は 、 次 の キ 
リア キ に 備え て 、 出血 線 の 
縫合 と 同時 に バイ タル も 
回 復 さ せ て お こう 。 


同色 で 合体 し た 場合 は 、 
細胞 質 の 吸引 が で き な い 。 
その 際 は 併発 し て いる 腫 
| 瘍 の 焼却 を 行 な お う 。 


細胞 質 吸 引 を 3 度 行 な うと 
硬質 化 。 回 数 を 覚え て お け 
ば 、 メ ス へ の 器具 変更 タイ 
ミン グ が 事前 に わか る 。 


対 の 場合 、 駆 
除 し た 1 対 へ の 人 工 膜 は 
後回し に し 、 バイ タル 回 復 
や 腫瘍 焼却 を 優先 する 。 


